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朝日新聞
出　　版
『
国
宝
』が
累
計
１
３
０
万
部
突
破

映
画
の
大
ヒ
ッ
ト
が
牽
引

文
庫
『
国
宝 

上
下
巻
（
青
春
篇
・
花

道
篇
）』

ビルの外観

説明する宇野氏

人
工
芝
が
敷
か
れ
た
床
と
座
る
こ
と
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス

宇
野
書
店
を
オ
ー
プ
ン　

街
の
価
値
向
上
目
指
す

光
和
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
セ
ル
フ
レ
ジ

批
評
家
・
宇
野
常
寛
氏
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

東邦レオ株式会社東邦レオ株式会社ハースト婦人画報社

雑
誌
６
媒
体
が
共
同
編
集

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭

タ
ブ
ロ
イ
ド
発
行

朝日新聞社

文
章
校
正
Ａ
Ｉ
タ
イ
ポ
レ
ス

校
正
文
字
数
を
大
幅
に
拡
大

　
タ
ブ
ロ
イ
ド
は
、
同
社
が

発
行
す
る
『
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｊ
Ａ

Ｐ
Ｏ
Ｎ
』『
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
Ｅ

Ｃ
Ｏ
Ｒ
』『
25
ａ
ｎ
ｓ
』『
Ｈ

ａ
ｒ
ｐ
ｅ
ｒ
’s
Ｂ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ａ

Ｒ
ａ
ｒ
ｔ
』『
婦
人
画
報
』『
Ｅ

Ｌ
Ｌ
Ｅ
ｇ
ｏ
ｕ
ｒ
ｍ
ｅ
ｔ
』

の
６
媒
体
に
よ
る
共
同
編
集

に
よ
り
構
成
。

　
ト
ラ
ベ
ル
、カ
ル
チ
ャ
ー
、

ア
ー
ト
、
デ
ザ
イ
ン
、
グ
ル

メ
な
ど
の
視
点
か
ら
瀬
戸
内

を
多
角
的
に
紹
介
。
同
社
の

メ
デ
ィ
ア
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

の
中
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
に
精
通
し
た
編
集
者
が
集

結
。
芸
術
祭
を
訪
れ
る
海
外

か
ら
の
来
場
者
に
も
向
け
て

日
英
併
記
で
制
作
し
た
。

　
電
子
版
を
先
行
公
開
し
、

プ
リ
ン
ト
版
は
「
瀬
戸
内
国

際
芸
術
祭
２
０
２
５
」
の
夏

会
期
に
あ
わ
せ
て
無
料
配
布

　
朝
日
新
聞
出
版
の『
国
宝
』

は
、
同
作
を
原
作
と
し
た
映

画
の
大
ヒ
ッ
ト
も
あ
り
、
単

行
本
、
文
庫
、
電
子
版
を
含

め
る
と
累
計
１
３
０
万
部
を

突
破
し
た
。

　
同
作
は
２
０
１
７
年
か
ら

18
年
に
朝
日
新
聞
紙
上
で
連

作
と
の
声
も
あ
る
。

　
朝
日
新
聞
グ
ル
ー
プ
で

は
、『
国
宝
』
に
関
連
し
た

コ
ン
テ
ン
ツ
を
展
開
。
朝
日

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、

８
月
29
日
に
映
画
に
出
演
し

て
い
る
歌
舞
伎
俳
優
の
四
代

目
中
村
鴈
治
郎
氏
を
新
宿
教

室
に
招
い
て
、
プ
レ
ミ
ア
ム

講
座
「
中
村
鴈
治
郎
が
語
る

～
映
画
『
国
宝
』
か
ら
９
月

新
国
立
劇
場
『
仮
名
手
本
忠

臣
蔵
』
ま
で
～
」
を
開
催
す

る
。

　
朝
日
新
聞
の
デ
ジ
タ
ル
版

で
は
著
者
の
吉
田
氏
と
監
督

の
李
相
日
氏
の
大
型
対
談

を
、
本
に
関
す
る
コ
ン
テ
ン

の
対
談
も
掲
載
。
今
後
も
俳

優
た
ち
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

含
む
ミ
ニ
特
集
の
掲
載
を
予

定
し
て
い
る
。「
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ａ 

Ｄ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｌ
」
に
設
け

た
特
集
ペ
ー
ジ
で
は
、
対
談

の
ほ
か
過
去
に
配
信
し
た
記

事
も
読
め
る
。

　
朝
日
新
聞
の
連
載
小
説
を

原
作
と
す
る
映
画
は
、
同

じ
吉
田
氏
の
『
悪
人
』（
06

～
07
年
連
載
、
10
年
公
開
）

の
ほ
か
、
綿
矢
り
さ
氏
の

『
私
を
く
い
と
め
て
』（
16
年

連
載
、
20
年
公
開
）、
沢
木

耕
太
郎
氏
の
『
春
に
散
る
』

（
15
～
16
年
連
載
、
23
年
公

開
）
が
あ
る
。

て
い
る
。

　
ま
た
、
同
作
は
緻
密
な
描

写
と
深
い
人
間
ド
ラ
マ
が
高

く
評
価
さ
れ
、
芸
術
選
奨
文

部
科
学
大
臣
賞
（
18
年
）、

中
央
公
論
文
芸
賞
（
19
年
）

を
ダ
ブ
ル
受
賞
。『
悪
人
』

な
ど
と
並
ぶ
著
者
の
最
高
傑

ツ
を
配
信
す
る

サ
イ
ト
「
好
書

好
日
」
で
は
吉

田
氏
と
、
主
演

の
吉
沢
亮
氏
の

ロ
ン
グ
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
掲
載

し
て
い
る
。

　
朝
日
新
聞
出

版
で
は
『
Ａ
Ｅ

Ｒ
Ａ
』（
６
月

９
日
号
）
の
表

紙
を
吉
沢
さ
ん

が
飾
り
、
中
面

で
は
吉
田
氏
と

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の

　
　

価
値
問
い
直
す

　
宇
野
書
店
が
入
る
の
は
、
Ｊ
Ｒ
山
手

線
・
大
塚
駅
か
ら
徒
歩
約
５
分
と
い
う

好
立
地
に
あ
る
自
社
ビ
ル
の
２
階
部
分

（
１
５
０
平
方
メ
ー
ト
ル
／
約
45
坪
）。

も
と
も
と
ビ
ル
全
体
を
自
社
で
使
用
し

て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
が
浸
透
し
た
た
め
フ
ロ
ア
の
稼

働
率
が
低
下
。
通
常
で
あ
れ
ば
テ
ナ
ン

ト
へ
貸
し
出
す
発
想
と
な
る
が
、
同
社

は
こ
れ
を
新
た
な
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
価

値
創
造
に
向
け
た
ア
イ
デ
ア
実
践
の
好

機
と
捉
え
た
。

　
出
発
点
は
あ
く
ま
で
も
「
オ
フ
ィ
ス

ビ
ル
の
価
値
と
街
全
体
の
魅
力
の
向

上
」
の
た
め
で
あ
り
、
本
の
販
売
利
益

よ
り
も「
書
店
と
し
て
の
公
共
的
価
値
」

を
引
き
出
し
た
い
狙
い
だ
。

書
店
の
公
共
的
価
値

　
オ
ー
プ
ン
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
内

覧
会
で
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
担
っ
た
批

評
家
の
宇
野
常
寛
氏
は
「
書
店
は
本
を

買
っ
て
帰
る
こ
と
に
独
特
の
充
実
感
が

あ
る
。
自
分
の
〝
関
わ
り
し
ろ
〟
が
大

き
く
、書
店
が
あ
る
こ
と
で
（
そ
こ
が
）

自
分
の
街
だ
と
思
え
る
公
共
的
価
値
が

る
」
と
書
店
と
オ
フ
ィ
ス
に
お
け
る
社

会
的
役
割
の
相
乗
効
果
を
説
い
た
。

ニ
ュ
ー
タ
イ
プ
の

　
　
　

書
店
め
ざ
す

　
緑
を
基
調
に
ま
る
で
公
園
の
よ
う
に

し
つ
ら
え
ら
れ
た
店
内
は
、
も
と
も
と

敷
か
れ
て
い
た
人
工
芝
を
そ
の
ま
ま
生

か
し
た
と
い
う
開
放
的
な
リ
ラ
ッ
ク
ス

空
間
。
来
店
者
は
入
り
口
で
靴
を
脱
い

で
シ
ュ
ー
ズ
ラ
ッ
ク
に
納
め
、
足
裏
に

心
地
良
い
刺
激
を
感
じ
な
が
ら
本
と
の

偶
然
の
出
会
い
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
。
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
丸
太
に
よ
る
本
棚

や
テ
ー
ブ
ル
、
ベ
ン
チ
な
ど
と
い
っ
た

什
器
類
も
、
も
と
も
と
同
社
が
使
っ
て

い
た
も
の
を
リ
ユ
ー
ス
し
て
作
ら
れ
た

も
の
で
、
今
後
行
わ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
に
応
じ
て
配
置
を
変
化
さ
せ

て
い
く
の
だ
と
い
う
。

　
東
邦
レ
オ
は
８
月
１
日
、
東
京・豊
島
区
の
自
社
ビ
ル
に
批
評
家・

宇
野
常
寛
氏
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
「
宇
野
書
店
」
を
オ
ー
プ
ン
し

た
。
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
を
軸
と
し
た
居
心
地
の
良
い
街
づ
く
り
事

業
の
一
環
と
し
て
、
同
社
初
と
な
る
、
書
店
に
よ
る
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル

の
〝
公
共
空
間
化
〟
を
通
じ
た
価
値
向
上
に
挑
む
。

□所在地：東京都豊島区北大塚 1-15-5 東邦レオ東京支社ビル 2 階
□営業時間：平日 10：00 ～ 21：00、土日・祝日 12：00 ～ 20：00

　
扱
う
書
籍
は
、
人
文
・
社
会
・
サ
ブ

カ
ル
チ
ャ
ー
を
中
心
に
都
市
開
発
系
を

加
え
た
約
６
０
０
０
冊
。
本
は
青
山

ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
か
ら
仕
入
れ
た
。
す

べ
て
宇
野
氏
に
よ
る
選
書
で
、
候
補
本

は
１
万
冊
に
も
及
ん
だ
と
い
う
。
批
評

家
と
し
て
著
名
な
宇
野
氏
の
著
書
を
は

じ
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
得
ら
れ
な
い

「
い
つ
来
て
も
、
知
ら
な
か
っ
た
『
面

あ
る
」
と
リ
ア
ル
書
店
の
公
共
的
価
値

を
示
し
た
う
え
で
、「
こ
れ
か
ら
の
オ

フ
ィ
ス
の
価
値
は
、
従
業
員
の
ク
リ

エ
ー
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
刺
激
す
る
と
か
、

も
っ
と
言
っ
て
し
ま
え
ば
幸
福
に
す
る

こ
と
な
の
で
は
な
い
か
。
メ
ン
バ
ー

シ
ッ
プ
を
確
認
す
る
た
め
に
出
社
す
る

の
で
は
な
く
、
本
当
に
仕
事
を
す
る
の

に
良
い
環
境
だ
か
ら
来
る
。
こ
れ
だ
け

が
オ
フ
ィ
ス
の
『
解
』
だ
と
思
っ
て
い

載
さ
れ
た
吉
田
修
一
氏
の
小

説
「
国
宝
」
を
加
筆
修
正
し

た
も
の
。
同
作
を
原
作
と
す

る
映
画
「
国
宝
」
は
６
月
の

公
開
か
ら
49
日
間
で
興
行
収

入
71
億
７
０
０
０
万
円
、
観

客
動
員
数
５
１
０
万
人
を
突

破
と
い
う
大
ヒ
ッ
ト
に
な
っ

白
そ
う
な
本
に
出
会
え

る
』」
書
店
を
目
指
し
た
。

　

ま
た
、
運
営
の
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
ビ
ル
の
機

能
と
連
携
し
て
無
人
営
業

を
基
本
と
す
る
こ
と
で
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
抑

え
、
書
店
導
入
の
障
害
を

軽
く
す
る
狙
い
だ
が
、
今

後
は
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー

ン
が
必
要
に
な
っ
て
く
る

だ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　
書
籍
に
よ
る
利
益
で
は

な
く
、
書
店
が
放
つ
公
共

的
価
値
を
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル

に
創
出
さ
せ
る
こ
と
で
ビ

ル
の
不
動
産
価
値
と
街
の

魅
力
を
高
め
よ
う
と
す
る

新
た
な
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
と
し
て
の
「
宇
野
書

店
」。
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

時
代
に
現
れ
た
「
ニ
ュ
ー

タ
イ
プ
」
の
挑
戦
に
注
目

し
た
い
。

　
ハ
ー
ス
ト
婦
人
画
報
社
は
、
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
実
行
委
員
会
の
協
力
の
も
と
、

芸
術
祭
の
舞
台
で
あ
る
瀬
戸
内
・
香
川
県
の
魅
力
を
伝
え
、
旅
の
計
画
や
現
地
巡
り

の
ガ
イ
ド
と
し
て
活
用
で
き
る
特
別
編
集
タ
ブ
ロ
イ
ド
『
Ａ 

Ｊ
ｏ
ｕ
ｒ
ｎ
ｅ
ｙ 

Ｔ

ｈ
ｒ
ｏ
ｕ
ｇ
ｈ 

ｔ
ｈ
ｅ 

Ｈ
ｉ
ｄ
ｄ
ｅ
ｎ 

Ｃ
ｈ
ａ
ｒ
ｍ
ｓ 

ｏ
ｆ 

Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｃ
Ｈ

Ｉ
』
を
制
作
・
発
行
し
た
。

を
開
始
。
タ
ブ
ロ
イ
ド
の
発

行
部
数
は
７
万
部
。
電
子
版

は
同
社
マ
ガ
ジ
ン
ク
ラ
ウ
ド

で
配
信
。
プ
リ
ン
ト
版
の
配

布
は
７
月
19
～
21
日
、東
京・

千
代
田
区
の
丸
ビ
ル
の
イ
ベ

ン
ト
、８
月
１
日
か
ら
香
川・

岡
山
13
市
町
の
瀬
戸
内
国
際

芸
術
祭
案
内
所
約
30
カ
所
、

高
松
空
港
、
高
松
駅
な
ど
県

内
主
要
観
光
案
内
所
約
30
カ

所
。
６
媒
体
の
定
期
購
読
者

に
送
付
。

　
同
芸
術
祭
春
会
期
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
ツ
ア
ー
に
参
加
し

た
同
社
ニ
コ
ラ
・
フ
ロ
ケ
社

長
は
芸
術
祭
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
意
義
に
つ
い
て
「
当
社

は
、
創
業
１
２
０
周
年
を
記

念
し
、
メ
デ
ィ
ア
企
業
と
し

て
初
め
て
『
瀬
戸
内
国
際
芸

術
祭
２
０
２
５
』
の
パ
ー
ト

ナ
ー
企
業
に
参
画
し
た
。
タ

ブ
ロ
イ
ド
の
制
作
を
通
し

て
、
ア
ー
ト
を
通
じ
た
地
域

活
性
化
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

る
。
ア
ー
ト
に
は
文
化
を
育

み
、
社
会
課
題
に
新
た
な
視

点
を
も
た
ら
す
力
が
あ
る
と

信
じ
、
23
年
に
は
現
代
ア
ー

ト
に
特
化
し
た
メ
デ
ィ
ア

『
Ｈ
ａ
ｒ
ｐ
ｅ
ｒ
’s
Ｂ
Ａ
Ｚ

Ａ
Ａ
Ｒ
ａ
ｒ
ｔ
』
を
創
刊
。

ま
た
、
22
年
よ
り
Ａ
ｒ
ｔ 

Ｃ
ｏ
ｌ
ｌ
ａ
ｂ
ｏ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ 

Ｋ
ｙ
ｏ
ｔ
ｏ
の
メ
イ

ン
メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ト
ナ
ー
を

務
め
る
な
ど
、
ア
ー
ト
支
援

に
注
力
し
て
い
る
」
と
コ
メ

ン
ト
を
発
表
し
た
。

　
朝
日
新
聞
社
は
8
月
6

日
、
同
社
が
提
供
す
る
文
章

校
正
Ａ
Ｉ
「
Ｔ
ｙ
ｐ
ｏ
ｌ
ｅ

ｓ
ｓ
（
タ
イ
ポ
レ
ス
）」
の

各
プ
ラ
ン
で
、
一
度
に
校
正

で
き
る
文
字
数
を
大
幅
に
拡

大
し
た
と
発
表
し
た
。
テ
キ

ス
ト
量
が
多
い
文
書
の
校
正

が
よ
り
快
適
に
使
い
や
す
く

な
る
。

　
タ
イ
ポ
レ
ス
で
一
度
に
校

正
で
き
る
文
字
数
が
、「
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
プ
ラ
ン
」
は
１

万
文
字
か
ら
５
万
文
字
に
、

「
プ
レ
ミ
ア
ム
プ
ラ
ン
」
と

「
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
プ
ラ

ン
」
は
２
万
文
字
か
ら
10
万

い
文
章
は
、
何
回
か
に
分
け

て
校
正
す
る
必
要
が
あ
っ
た

が
、
今
回
の
校
正
文
字
数
拡

大
に
よ
り
手
間
が
改
善
さ
れ

る
。
単
行
本
や
文
庫
、
新
書

と
い
っ
た
書
籍
、
統
合
報
告

書
や
環
境
報
告
書
な
ど
の
Ｉ

Ｒ
資
料
ほ
か
、
文
字
数
が
多

い
文
章
や
出
版
物
で
利
用
が

容
易
に
な
る
。

　
タ
イ
ポ
レ
ス
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ

フ
ァ
イ
ル
の
ほ
か
、
マ
イ
ク

ロ
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
ワ
ー

ド
、
グ
ー
グ
ル
ド
キ
ュ
メ
ン

ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
式

の
文
書
の
校
正
に
も
対
応
し

タ
ム
辞
書
、
文
章
を
読
み
や

す
く
整
え
る
「
良
文
サ
ポ
ー

ト
」、
炎
上
リ
ス
ク
チ
ェ
ッ

ク
な
ど
の
便
利
な
機
能
も
搭

載
し
て
い
る
。

　
同
社
内
で
自
然
言
語
処

理
な
ど
の
Ａ
Ｉ
研
究
を
行

う
「
メ
デ
ィ
ア
研
究
開
発
セ

ン
タ
ー
」
が
開
発
し
、
２
０

２
３
年
10
月
に
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
。
国
際
認
証
を
取
得
し

て
お
り
、
安
全
な
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
環
境
の
も
と
利
用
で

き
る
。

　
利
用
料
金
は
、
個
人
向
け

の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
月
額
２

２
０
０
円
、
プ
レ
ミ
ア
ム
が

同
５
５
０
０
円
、
プ
レ
ミ
ア

ム
＋
Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
が
同
７
７
０

０
円
。
法
人
向
け
の
エ
ン

タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
が
５
Ｉ
Ｄ
で

月
額
２
万
４
７
５
０
円
、
エ

ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
＋
Ｐ
ｌ
ｕ

ｓ
が
５
Ｉ
Ｄ
で
同
３
万
５
７

５
０
円
。
こ
の
ほ
か
、
Ａ
Ｐ

Ｉ
連
携
プ
ラ
ン
を
提
供
し
て

い
る
。

　
個
人
向
け
プ
ラ
ン
と
Ａ
Ｐ

Ｉ
連
携
プ
ラ
ン
は
14
日
間
の

無
料
ト
ラ
イ
ア
ル
を
実
施
し

て
い
る
。

　
法
人
向
け
プ
ラ
ン
は
30
日

間
の
無
料
ト
ラ
イ
ア
ル
が
可

能
で
、６
～
15
Ｉ
Ｄ
で
５
％
、

16
～
30
Ｉ
Ｄ
で
10
％
、
31
Ｉ

Ｄ
以
上
で
15
％
割
引
く
。

て
い
る
。

　

タ
イ
ポ
レ
ス

は
、
新
聞
社
の
ノ

ウ
ハ
ウ
と
最
先
端

の
Ａ
Ｉ
に
よ
り
実

現
し
た
新
し
い
校

正
支
援
サ
ー
ビ

ス
。
朝
日
新
聞
の

記
事
校
正
履
歴

デ
ー
タ
を
学
習
し

た
Ａ
Ｉ
に
、
約
10

万
個
の
校
正
ル
ー

ル
辞
書
を
搭
載
。

ユ
ー
ザ
ー
が
独
自

に
登
録
す
る
カ
ス

文
字
に
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ

フ
ァ
イ
ル
の
校
正

が
可
能
な
「
プ
レ

ミ
ア
ム
＋
Ｐ
ｌ
ｕ

ｓ
」プ
ラ
ン
と「
エ

ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

＋
Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
」
プ

ラ
ン
は
２
万
文
字

か
ら
20
万
文
字

に
、
そ
れ
ぞ
れ
拡

大
す
る
。
ど
の
プ

ラ
ン
も
、
料
金
は

従
来
の
ま
ま
で
利

用
で
き
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
長


